
記念講演

「足利義満と中世京都の空間戦略」
 マシュー・スタブロス （シドニー大学准教授）
基調講演

「初期洛中洛外図屏風にみる町衆の様相
 ～商業的側面への着目～」（仮）
 川嶋　將生 （立命館大学名誉教授）
パネルディスカッション
　 パネリスト： マシュー・スタブロス
 川嶋　將生
 三枝　暁子 （東京大学大学院人文社会系研究科准教授）
コーディネーター： 山田　邦和 （同志社女子大学現代社会学部教授）
  （敬称略）

主催： 京都府立京都学 ・ 歴彩館　　共催： 京都府立大学

―洛中洛外図の時代―　
京の武士と町衆
みやこ

平成28年度  国際京都学シンポジウム

平成29年3月19日（日） 京都府立
京都学・歴彩館 大ホール

日
時

場
所

講演者

13時00分～16時00分

■ アクセス

参加無料

相国寺七重塔　　　　復元考証： 冨島義幸　CG制作： 竹川浩平

京都学・歴彩館オープニング記念事業

定員４００名 事前申込制（全席自由）

1

府立京都学・歴彩館

出口
北山駅

北大路駅

北大路バスターミナル

京都コンサート
ホール

稲盛記念会館

府立大学

総合資料館
（閉館）

府立大学前（市バス）

府立植物園

陶板名画の庭

北大路通

北山通

北泉通

北山駅前

北山駅前（市バス）
前萩町（京都バス）

地
下
鉄
烏
丸
線

下
鴨
中
通

JR・近鉄京都駅、阪急烏丸駅から
京都市営地下鉄烏丸線「北山駅」下車（①出口）南へ徒歩約4分
京阪出町柳駅から
京都市バス　　府立大学前（北大路通）下車北へ徒歩約6分
JR二条駅から
京都市バス　　府立大学前（北大路通）下車北へ徒歩約6分
○一部オープン中は駐車場がございませんので公共交通機関
　をご利用ください
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上杉本洛中洛外図屛風
米沢市上杉博物館蔵



参加お申し込 み

フリガナ

代表者名

平成28年度  国際京都学シンポジウム
場所：京都府立  京都学・歴彩館  大ホール

■申込方法
　事前申込制（全席自由）
　はがき、電話、FAX、メールでお申し込みください。（先着順・締切当日必着）
　1通につき2名まで（人数明記）
　※入場整理券は発送しません。当日会場へお越しください。
　※申込時確認事項
　（必須）氏名、住所、連絡先電話番号、人数　同伴者のお名前
　（任意）年齢（○歳代）、性別、メールアドレス

［定員に達した時点で受付を終了します］

■受付（申込先） 府民総合案内・相談センター
　〒602-8570  京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町
　TEL 075-411-5000　FAX 075-411-5001
　E-mail  411-5000＠pref.kyoto.lg.jp

京都府立京都学・歴彩館  京都学推進課　
〒606-0823  京都市左京区下鴨半木町１番地29
TEL 075-723-4835  FAX 075-791-9466

※メールの方は、上記内容をご記入の上、お申し込みください。411-5000@pref.kyoto.lg.jp

電話

※応募時にご記入いただいた個人情報は、本シンポジウムに関するご連絡のみに使用いたします。
※ご記入いただいた内容に不備がある場合、ご参加いただけないことがございますので、連絡時にはご注意ください。※プログラムには変更の可能性がございますので、ご了承ください。

障害等のため、設備、情報保障等の配慮が必要な場合は、申し込み時にお知らせください。

FAX応募用紙 FAX番号 075-411-5001

ご住所　〒

参加人数

同伴者氏名（代表者以外）

名

マシュー・スタブロス （Matthew Stavros）
米国生まれ、ミシガン州立大学を卒業後、日本国外務省に勤務。外務省を退職後、京都大学大学院工学研究
科を経てプリンストン大学博士課程修了。中世日本都市史が専門。史学博士。2005年より、豪シドニー大学
の日本学研究科・アジア研究科准教授。また、東京大学史料編纂所の客員研究員（2009）、京都大学人間・環境
学科の客員准教授として勤めた。著書に、『Kyoto: An Urban History of Japan’s Premodern Capital』 
(2014, University of Hawai‘i Press)。

川嶋　將生 （かわしま  まさお）　立命館大学名誉教授
1942年生まれ。京都市史編さん所、聖母女学院短期大学などを経て、立命館大学文学部教授。日本文化史
が主な研究対象。
主な著書に、『中世京都文化の周縁』（思文閣出版）、『上杉本 洛中洛外図屏風を見る』（共著、河出書房新社）、
『「洛中洛外」の社会史』（思文閣出版）、『室町文化論考―文化史のなかの公武―』（法政大学出版局）、『祇園
祭―祝祭の京都―』（吉川弘文館）ほか。

三枝　暁子 （みえだ  あきこ）　東京大学大学院人文社会系研究科准教授
１９７３年生まれ。専門は日本中世史。主に京都の寺社史料を素材として、寺院社会および都市社会の構造に
ついて分析をすすめている。
主な著書に、『比叡山と室町幕府―寺社と武家の京都支配―』（東京大学出版会）、『京都 天神をまつる人びと
―ずいきみこしと西之京―』（岩波書店）、共著に『京都の歴史を歩く』（岩波新書）など。

山田　邦和 （やまだ  くにかず）　同志社女子大学現代社会学部教授
1959年生まれ。同志社大学大学院文学研究科博士課程前期修了。博士（文化史学）。平安博物館助手、古代学
研究所助手、京都文化博物館学芸員、花園大学文学部教授を経て、2007年より現職。考古学・都市史学を専攻
し、古代から近世にいたる京都の都市構造の変遷を研究する。
主な著書に、『京都都市史の研究』（吉川弘文館）、『日本中世の首都と王権都市』（文理閣）、『歴史家の案内する
京都』（共編著、文理閣）、『平安京提要』（共著、角川書店）など。

【申込期間】 2月1日（水）から3月6日（月）まで

内容についてのお問い合わせ先

オーストラリア　シドニー大学准教授
ドイツ　ハイデルベルグ大学客員研究員


